
しょう4 しゃかい「郷土を 開いた 人々」 その3
なまえ 　 がつ　 にち てん  / 20

1 用水路が 完成する 前、水の 少ない 村の 人々は 何を たよりに していた?

ア 水道管 イ雨(天気だのみ) ウ 海の 水 エ 雪だけ こたえ 

2 伊能忠敬が 作った 地図が すぐれていた 点は?

ア一日で できたこと イ 日本の 形が とても 正確だったこと ウ外国の 形が 分かること

エ 色が きれいなだけ こたえ 

3 山野を 切り開いて 新しく 田畑に することを 何という?

アしゅうかく イ 脱穀 ウかいこん エ 田植え こたえ 

4 戦国時代、山梨県で 川の こう水を 防ぐ 堤防を 築いた 武将は?

ア武田信玄 イ 徳川家康 ウ織田信長 エ 伊能忠敬 こたえ 

5 日本最大級の ため池「満濃池」が ある 県は?

ア 香川県 イ 秋田県 ウ 長野県 エ 滋賀県 こたえ 

6 昔、低い 水路から 田へ 水を くみ上げるのに 使った、足で ふんで 回す 道具は?

ア人力車 イ一輪車 ウふみ車 エ手押し車 こたえ 

7 郷土の 発展に つくした人を 調べる 手がかりに なるのは?

ア外国の 地図だけ イ今日の 天気予報 ウ 給 食の こんだて表

エ 石碑や 記念館、古い記録 こたえ 

8 川の こう水や はんらんを 防ぐための 工事を まとめて 何という?

ア 治水 イ測量 ウ 養しょく エかいこん こたえ 

9 昔  作られた 用水路が、今でも 役立っている 理由は?

ア使われていないから イ大切に 手入れされ 使い続けられているから ウ 埋められたから

エ一度で 壊れたから こたえ 
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10 愛知県で、あれ地だった 台地を 豊かな 農地に かえた 用水は?

ア 安積疏水 イ 玉川上水 ウ 明治用水 エ見沼代用水 こたえ 

11 用水や 橋を 作った 人の 苦労を、今に 伝えてくれるものは?

ア外国の 写真 イ今日の 天気 ウ記念館や 石碑、古い 記録 エ 来年の 予定表

こたえ 

12 用水路を 作る ときの 順 番として 正しいのは?

ア測量 → 水路を ほる → 田に 水を 引く イ測量 → 田に 水を 引く → 水路を ほる

ウ 田に 水を 引く → 測量 → 水路を ほる エ 水路を ほる → 測量 → 田に 水を 引く

こたえ 

13 昔、用水路の 水の 流れを 使って、米を ついたり 粉を ひいたり した しかけは?

ア 風車 イ 電車 ウ自転車 エ 水車 こたえ 

14 郷土の 発展に つくした人から 私たちが 学べることは?

ア人々の ために 力を つくす 大切さ イすぐ あきらめること ウ自分だけ 楽をすること

エ 何も しないこと こたえ 

15 先人が 開いた あれ地は、今 どう なって いる ことが 多い?

ア人が 入れない 森 イ 海に もどって いる ウ 田や 畑、町が 広がって いる

エ今も あれ地の まま こたえ 

16 伊能忠敬は 江戸で 何を 学んでから、測量の 旅に 出た?

ア料理(和食の 作り方) イ 医学(体の しくみ) ウ 音楽(楽器の ひき方)

エ 天文学(星の 動き) こたえ 

17 玉川上水のような 用水が 江戸の 人々に もたらした ものは?

ア 飲み水や 生活の 水 イインターネット ウ 電気 エガス こたえ 

18 用水路が 完成して、人々の 暮らしは どう変わった?

ア 何も 変わらなかった イ 水が 足りなくなった ウ 田畑が 使えなくなった

エ 水不足が 解 消され、米作りが 安定した こたえ 
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19 郷土の ために 力を つくした 昔の 人を、まとめて 何と よぶ?

ア通行人 イ後継者 ウ 先人 エ 観光 客 こたえ 

20 玉川上水の「上水」とは、どんな 水の こと?

ア 田に 流す 冷たい 雪どけ水 イ 海から くんだ しおからい 水

ウ 飲み水などに 使う きれいな 水 エ使った あとの よごれた 水 こたえ 
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こたえ　しょう4 しゃかい「郷土を 開いた 人々」 その3

1  イ 雨(天気だのみ)

2  イ 日本の 形が とても 正確だったこと

3  ウ かいこん

4  ア 武田信玄

5  ア 香川県

6  ウ ふみ車

7  エ 石碑や 記念館、古い記録

8  ア 治水

9  イ 大切に 手入れされ 使い続けられているから

10  ウ 明治用水

11  ウ 記念館や 石碑、古い 記録

12  ア 測量 → 水路を ほる → 田に 水を 引く

13  エ 水車

14  ア 人々の ために 力を つくす 大切さ

15  ウ 田や 畑、町が 広がって いる

16  エ 天文学(星の 動き)

17  ア 飲み水や 生活の 水

18  エ 水不足が 解消され、米作りが 安定した

19  ウ 先人

20  ウ 飲み水などに 使う きれいな 水


